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１. はじめに 

ロックウール（ＲＷ）工業会では耐震性をもつ天井の普及

を目的として工法分科会を設立し、各種の活動を行っている。

その一環として、2006 年に静的水平荷重試験を実施し、その

結果を報告※1）した。 
今回はライン工法およびグリッド工法を対象として

JISA1445※2）に準じた静的鉛直載荷を実施したので報告する。

試験結果については、主に近年主流となるグリッド工法につ

いて述べる。 
（ライン工法については、試験方法のみ記載） 
 
２. 実験施設 
 実験は岡山大建工業内にある施設を使用した。試験体の例

を写真１に、変位測定状況の例を写真２に示す。 
 加力に伴う変位計測は変位計データの自動取り込み及び適

切な加力レベル間隔での固定スケールによる目視計測を併用

した。 
 
３. 実施時期 
 実験は 2010 年 12 月に下記の日程で実施した。 
  8 日（水） 準備・予備実験 
  9 日（木） ラインタイプ 
 10 日（金） グリッドタイプ 
  
４. 参加組織と担当者 
 参加組織および協力会社と担当者を表１に示す。 
 
５. 実験条件と実験の状況 

実験の状況としてライン工法への鉛直載荷方法は、樹脂製 
パレットを介して必要な鉛直荷重を掛ける方法（写真３）を 
用いた。グリッド工法への鉛直載荷方法は、岩綿吸音板（ロ 
ックウール化粧吸音板）を複数枚重ねて載せる方法（写真４） 
を用いた。 
 ライン工法の試験体は、巾 3800 ㎜長さ 5200 ㎜の一般的な

シングルライン工法とした。吊りボルトのピッチは 1600 ㎜

×1600 ㎜の最大吊りピッチとした。 
グリッド工法の試験体は、巾 3600 ㎜長さ 4800 ㎜の一般的

な 600 ㎜角グリッド天井とした。吊りボルトのピッチは、1200
㎜×1200 ㎜の一般的な吊りボルトピッチとした。 

各荷重に対する変形と変位を目視および変位計にて計測

した。変位測定位置を図１に示す。 
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T バーの質量は、0.32kg/m より 1.1kg/㎡、岩綿吸音の質量は

1 ㎡当り 4.4kg の製品を使用した。 
 
６. 試験結果 
 グリッド天井、一般的なグリッド天井用岩綿吸音板を 3 層

（設計対象荷重を想定）および 14 層（裕度確認を想定）敷き

込んだ場合の試験結果を図１に記載する。 
いずれの場合も、下地材となる T バーの座屈などの変形や

接続部の離脱、落下等は確認されなかった。 
図１中、撓みは固定治具に対する変位を、実質撓みは２グリ

ッド長のバー材両端支持部に対する中央部の相対変位を表す。 
 
７. まとめ 
 今回の試験により、システム天井の鉛直方向の性能値を 
把握する上で、貴重な基礎データを収集した。前回の結果 
と合わせてシステム天井の水平方向、鉛直方向の耐震性能 
の評価方法を確立するための基礎資料として供したい。 
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6.1.1 下向き荷重試験 

ﾒｲﾝ Tﾊﾞ ｰ接 合部

吊ボル ト位 置

1 2 3 4 5 6 7

撓 み（3枚） 0.3 7 撓み （3枚 ） 1.45 撓み （3枚 ） 0.54 撓み （3枚 ） 0.92 撓み （3枚 ） 0.36 撓 み（3 枚） 1 .84 撓 み（3 枚） 0 .49

実質 撓み 1.0 0 実 質撓 み 0. 47 実 質撓 み 1. 42 ﾒｲﾝTﾊﾞｰ列

撓 み（14枚） 1.2 7 撓 み（ 14枚 ） 4.94 撓 み（ 14枚 ） 1.84 撓み （14枚 ） 4.97 撓み （14枚 ） 1.36 撓み （14 枚） 6 .21 撓み （14 枚） 0 .84

実質 撓み 3.3 9 実 質撓 み 3. 37 実 質撓 み 5. 11

8 9 10 1 1 12 13 1 4

撓 み（3枚） 1.8 6 撓み （3枚 ） 3.05 撓み （3枚 ） 2.57 撓み （3枚 ） 2.56 撓み （3枚 ） 1.86 撓 み（3 枚） 3 .29 撓 み（3 枚） 0 .62

実質 撓み 1.4 6 実質 撓み 1.4 4 実質 撓み 1.98 実 質撓 み 1. 51 実 質撓 み 1.44 実 質撓 み 1. 53 実 質撓 み 0 .38

撓 み（14枚） 7.3 4 撓 み（ 14枚 ） 11.74 撓 み（ 14枚 ） 8.45 撓み （14枚 ） 11.69 撓み （14枚 ） 7.66 撓み （14 枚） 11 .81 撓み （14 枚） 4 .21

実質 撓み 6.0 3 実質 撓み 6.6 7 実質 撓み 6.73 実 質撓 み 6. 82 実 質撓 み 6.23 実 質撓 み 5. 72 実 質撓 み 3 .60

15 16 17 1 8 19 20 2 1

撓 み（3枚） 0.4 3 撓み （3枚 ） 1.78 撓み （3枚 ） 0.65 撓み （3枚 ） 1.19 撓み （3枚 ） 0.49 撓 み（3 枚） 1 .68 撓 み（3 枚） -0 .01

実質 撓み 1.2 4 実 質撓 み 0. 62 実 質撓 み 1. 44 ﾒｲﾝTﾊﾞｰ列

撓 み（14枚） 1.3 5 撓 み（ 14枚 ） 5.21 撓 み（ 14枚 ） 1.60 撓み （14枚 ） 4.77 撓み （14枚 ） 1.51 撓み （14 枚） 5 .97 撓み （14 枚） 0 .38

実質 撓み 3.7 4 実 質撓 み 3. 22 実 質撓 み 5. 03

変位測定位置

写真 4 実験状況（グリッド天井載荷時）

写真 3 実験状況（ライン天井載荷時）

図１. グリッド天井鉛直載荷試験結果
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